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 私ども地球・人間環境フォーラム 1は、地球環境問題の科学的調査研究と普及啓発活動を行う環

境団体である。加えて、国際環境NGOのFoE Japan2と共同でフェアウッド・パートナーズ 3

 

とい

う活動を 2002 年から展開している。 

 フェアウッドは私たちが作った言葉で、社会的、環境的に公平な木材・木材製品を選んでいこ

うということを意味している。大まかに 6 種類ほどをフェアウッドとして考えている。すなわち、

「リペア・リユース・リデュース」「リサイクル」「合法木材」「国産材、地域材」「コミュニティ

材、フェアトレード」「森林認証材」である。サプライチェーンをさかのぼって、伐採現場の環境・

社会に配慮したことが分かるものを選んでいこうと呼び掛けている。「リペア・リユース・リデュ

ース」「リサイクル」は、一度製品になったものをできるだけ長く使うことを目指している。六つ

が全部一つの製品になくてはいけないということではなく、どれかがクリアされていればフェア

ウッドと呼んでいいのではないかと考えて活動している。 
 

                                                   
1http://www.gef.or.jp/ 
2http://www.foejapan.org/ 
3http://www.fairwood.jp/ 
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 今日はフェアウッド・パートナーズの活動のうち、消費者向けのものをご紹介する。 
 例えば住宅会社の木材調達方針等の作成・運用も手伝っている。また、公共調達、政府が物を

買う際の基準に、木材・木材製品における合法性や持続可能性という観点を導入してもらうため

の働き掛けも 2000 年代前半にかなり行っていた。 
 

  

 企業と政府への働き掛けを何年か行ってきた結果、グリーン購入法が公共調達の基準 4

 

となった。

政府が木材製品を買うときに必ず守らなくてはいけない基準として、間伐材、林地残材または小

径木であること、原木がその国の法律に照らして合法であることが挙げられている。これはフェ

アウッド・パートナーズとそのほかのNGOの働き掛けの大きな成果だと言える。 

                                                   
4http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/g-law/kihonhoushin.html 
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 また、民間の企業や購入者などにも働き掛けをしようと考えた。行政、企業、消費者団体など

が会員となり、環境に配慮した製品の購入を進めているGPN5がある。そこで印刷・情報用紙購入

ガイドライン 6

 
を作り、社会的にフェアウッドを広めていこうと取り組んでいる。 

  

 また、その背景として生産国で起こっていることを知るため、ロシアやマレーシア、インドネ

シア等で現地調査を行っている。 
 

                                                   
5Green Purchasing Network（グリーン購入ネットワーク）：http://www.gpn.jp/index.html 
6http://www.gpn.jp/guideline/files/gpn_gl1.pdf 
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 私たちの団体は非常に小さいため、一般消費者に最初からチャンネルを持っているわけでも、

消費者が私たちの方を見ているわけでもない。そこで、当初は政府や大手企業に効果的に働き掛

けることで成果を出してきた。 
 しかし、一般の消費者にもフェアウッドに目を向けていただかなければならない。例えば積水

ハウスの木材調達方針の支援を行っているが、営業マンが施主に「フェアウッドの木材調達をや

っているのだけれど」と話しても、ほとんど反応がないそうだ。「もっと社会的な声が上がってく

るとやりがいがある」という声をいただいていたため、一般の人にフェアウッドを伝える活動を

2000 年代半ばぐらいから始めた。 
 その活動がフェアウッドカフェである。環境にいいだけでなく、自分たちも心地がいいことを

しようというイベントに出向き、フェアウッドでできた木の皿やスプーン、箸、ダイニングテー

ブルなどを提供している。また、選び方が分からなかったり、選ぼうと思っても店にないことが

あるので、私たちのチャンネルは非常にささやかではあるが、フェアウッドが欲しいという声に

応えられるような商品をウェブサイトでご案内している。 
 

 

 今年度からは東北支援という視点も入れ、東北の木材でできており、出所が明らかで、しかも

作り手の顔が見えるものも扱うようになった。このような木工品を作る人はすぐ近くに森がある



環境にいることが多く、自分の作品の原料である森へ恩返しをしていこうと考えている人が大勢

いる。そのようなストーリーもお伝えしている。 
 大反響を呼んでいるわけではないが、徐々にフェース・トゥ・フェースで、ウェブサイトでも

販売するようになってきた。私も、お店に立って一般の方々とコミュニケーションをさせていた

だきながら販売活動をしていると、今、一般的に木への関心が非常に高まっていると強く実感す

る。今のところ、私たちの販売量は非常にささやかだが、このまま地道にやっていけば徐々に広

がっていくのではないかという感触を得ている。 
 

 

 もう一つ、フェアウッドカフェと一部連動していることとして、森のプレゼントというものを

考えた。国産材でスギやヒノキのベンチを、子どもも一緒に作れるキットになっている。幼稚園

や保育園、時には小学校に行って、その木が生えていた森の話をしながら一緒にベンチを組み立

て、木でできたベンチが森とつながっているということを子どもたちと共有している。 
 

  



  

 

 さらに消費者に森のことを伝える道具として、映像を幾つか作った。特に『人と木』という映

像は、教育現場で使っていただけるようにという意図の下、先生向けの教材、副読本のようなも

のもお付けして無料で提供している。 
 

 

 今月は東京都内で、東北の木を使ったフェアウッドの製品の展示販売会とワークショップを開

催する。製品を全て見ていただけるので、お時間のある方はぜひそちらに来ていただきたい。ま



た、どの会場でも東北の作り手が 1 社来てくれるので、ぜひお話を聞いてほしい。 
 

  

 また、私たちが運営するフォレスト・パートナーシップセミナーが再来週開催される。今日の

テーマとも重なる部分もあるので、ご関心があればぜひご参加いただきたい。 
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